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１ 

(１) 

Ａ 一次関数 Ｂ 確率 Ｃ 数学化 Ｄ 表現 
各３点 

 ×８ 

Ｅ 批判的 Ｆ よさ Ｇ 評価 Ｈ 多様 

(２) 

記号 

ウ 

学年 

３ 

(３) 

(例)範囲や四分位範囲はデータの散らばりの度合いを表

す指標として用いるが，極端にかけ離れた値が一つで

もある場合に，範囲はその影響を受けやすいのに対し，

四分位範囲はその影響をほとんど受けないというよさ

がある。 

(２)各３点 

  ×４ 

 

(３)７点 
記号 

エ 

学年 

１ 

２ 

(１) 

(例)生徒の中には，比例定数を－６としているが，反比例の関係が比例の式 

 ＝  や一次関数の式  ＝  ＋ で表されると捉えた生徒がいると

考えられる。 

７点 

(２) 

(例)反比例の表から， の値とそれに対応する  の値の積が常に一定で，  

その値が比例定数 であることを確認した上で， と の関係を   ＝  ，

または， ＝  という式で表すことができるようにする。 

７点 

３ 

(１)  ５点 

(２) ５，６ 
５点 

(完全解答) 

(３) 125 円 ５点 

(４) 
＝17  ＋３， ＝12  ＋２  

（別解… ＝17  －14， ＝12  －10） 

各３点 

 ×２ 

(５) 20 cm2 ５点 

(６) ①  ②  各５点 

 ×２ 

(７) 

（例）△ＡＢＰと△ＡＤＢにおいて， 

∠ＢＡＰと∠ＤＡＢは共通 ････････① 

二等辺三角形ＡＢＣの底角は等しいから， 

∠ＡＢＰ＝∠ＡＣＢ 

また，等しい弧に対する円周角は等しいから， 

∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＢ 

よって， 

∠ＡＢＰ＝∠ＡＤＢ    ････････② 

①，②より，２組の角の大きさがそれぞれ等しいから， 

△ＡＢＰ∽△ＡＤＢ 

７点 
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